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２
０
１
８
年
12
月
議
会
に
多
く
の
住
民
が

傍
聴
参
加
し
、
そ
の
声
に
押
さ
れ
、
２
０
１

９
年
３
月
議
会
で
「
直
営
を
視
野
」
を
南
丹

市
長
は
表
明
。
そ
の
後
、
３
人
の
医
師
か
ら

勤
務
希
望
が
あ
る
な
ど
展
望
が
開
か
れ
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
３
月
12
日
に
「
美
山
の
医

療
を
守
る
会
」
が
結
成
（
以
下
「
守
る
会
」）。

結
成
と
同
時
に
「
医
師
確
保
で
美
山
地
域
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
要
請
書
」
署
名
（
南

丹
市
長
・
京
都
府
知
事
宛
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、

４
１
８
０
筆
（
内
、
美
山
住
民
分
は
６
割
の

２
１
９
２
筆
）
を
集
約
し
、
機
能
の
維
持
、

雇
用
の
継
続
、
南
丹
市
の
公
的
責
任
な
ど
の

世
論
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

南
丹
市
は
「
美
山
の
医
療
の
灯
は
消
さ
な

い
」
と
い
う
も
の
の
、
当
初
か
ら
入
院
病
床

の
休
床
や
介
護
老
健
施
設
の
廃
止
の
方
針
を

掲
げ
、
医
療
対
策
審
議
会
（
２
０
１
９
年
７

月
～
、
延
べ
４
回
）
の
答
申
で
は
結
論
を
見

送
り
、
２
０
２
０
年
３
月
議
会
で
「
国
保
直

営
診
療
所
」
で
の
開
設
を
表
明
。
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
着
任
し
た
中
村
医
師
や
住
民
の

強
い
要
望
で
、
入
院
病
床
の
休
床
は
見
送
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
２
０
２
０
年
12
月
議
会

で
、
老
健
施
設
の
併
設
を
除
外
し
た
問
題
を

抱
え
た
ま
ま
「
南
丹
市
国
民
健
康
保
険
診
療

所
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
の
「
守
る
会
」
は
、
美
山
の
医
療
を

守
る
住
民
集
会
（
２
０
２
０
年
11
月
、
約
１

７
０
人
）
の
開
催
や
、
守
る
会
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
し
て
の
情
報
発
信
を
し
、
南
丹
市
や
議

会
に
繰
り
返
し
要
請
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
労
働
組
合
は
、
医
療
機
能
の
縮
小
に
伴

い
、
多
く
の
職
員
の
雇
用
も
奪
わ
れ
る
こ
と

に
対
し
て
、
雇
用
を
守
る
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
非
正
規
・
パ
ー

ト
も
含
め
た
60
人
の
職
員
の
雇
用
は
継
続
さ

れ
ず
、
２
０
２
１
年
３
月
に
雇
用
が
打
ち
切

り
と
な
り
ま
し
た
。

国
保
み
や
ま
診
療
所
の
課
題

　

２
０
２
１
年
４
月
、
公
設
民
営
の
美
山
診

療
所
が
国
保
み
や
ま
診
療
所
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
守
る
会
」
と
労
働
組
合
の

運
動
に
よ
り
、
当
初
の
市
の
計
画
に
な
か
っ

た
入
院
病
床
４
床
は
維
持
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
診
療
時
間
を
従
来
ど
お
り

の
時
間
に
す
る
こ
と
、
院
外
薬
局
の
開
設
な

ど
、
市
民
の
要
望
を
受
け
、
少
し
ず
つ
改
善

し
て
い
ま
し
た
。

　

直
営
化
以
降
、
利
用
者
や
住
民
の
困
っ
た

こ
と
や
改
善
し
た
い
こ
と
を
集
約
す
る
た
め

に
「
美
山
の
医
療
・
介
護
を
考
え
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
６
月
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

集
約
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
７
３
９
世
帯
中

１
６
６
世
帯
（
９
・
５
％
）。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、変
更
さ
れ
て
意
見
が
多
か
っ
た
の
は
、

「
送
迎
・
足
の
確
保
」、「
薬
局
・
薬
剤
師
」
で
、

「
医
療
体
制
」
や
今
後
の
将
来
や
老
後
に
不

安
を
抱
き
、診
療
所
に
は
「
今
ま
で
の
体
制
」

を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
す

る
住
民
集
会
を
２
０
２
１
年
11
月
13
日
に
開

催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
50
人
の
住
民
が
参
加

し
ま
し
た
。
集
会
で
は
中
村
所
長
よ
り
「
人

員
不
足
で
入
院
機
能
が
有
効
に
活
用
さ
れ
ず

収
入
減
に
な
っ
て
い
る
、
老
健
入
所
者
が
同

地
域
の
特
養
を
利
用
し
て
い
る
、
情
報
発
信

が
不
足
し
て
い
る
」
と
の
実
態
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
労
組
の
早
川
委
員
長
か
ら

は
「
放
射
線
技
師
の
退
職
、
そ
し
て
相
談
員

が
お
ら
ず
相
談
業
務
が
看
護
師
に
集
中
し
て

い
る
」
と
報
告
が
あ
り
、
直
営
後
の
課
題
を

住
民
と
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
守
る
会
」
は
住
民
集
会
で
の

要
望
を
ま
と
め
、
南
丹
市
に
要
望
を
11
月
29

日
に
提
出
。
12
月
14
日
に
回
答
が
あ
り
ま
し

た
が
、
住
民
の
要
望
に
応
え
る
回
答
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
２
月
６
日
に
行
わ
れ
た
南
丹

市
議
会
議
員
選
挙
、
４
月
10
日
に
行
わ
れ
た

京
都
府
知
事
選
挙
・
南
丹
市
長
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
公
開
質
問
状
を
送

り
、
南
丹
み
や
ま
診
療
所
の
課
題
を
選
挙
戦

の
争
点
に
浮
上
さ
せ
ま
し
た
。

入
院
病
床
・
老
健
施
設
・

職
員
雇
用
の
維
持
を

　

２
０
２
２
年
９
月
議
会
に
て
、
西
村
市
長

は
国
保
南
丹
み
や
ま
診
療
所
の「
入
院
休
止
」

を
表
明
し
ま
し
た
。「
入
院
休
止
」
の
主
な

理
由
は
、「
所
長
の
体
調
」で
す
。
し
か
し「
入

院
休
止
」
に
至
る
ま
で
の
経
過
、休
止
期
間
、

再
開
に
至
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
医
師
確
保
の
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

に
奔
走
し
た
形
跡
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
夜
間
・
土
日
祝
に
診
療
所
に
医
師
が

常
駐
し
な
い
無
医
地
区
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
重
大
な
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住

民
へ
の
説
明
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
９
月
22
日

に
休
止
の
案
内
が
配
布
さ
れ
た
だ
け
で
す
。

　

10
月
５
日
に
京
都
府
要
請
、
10
月
17
日
に

南
丹
市
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
十
分
な
対

応
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
10
月
５
日
の
京

都
府
要
請
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
記
者
会

見
の
様
子
は
、
多
く
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
も

放
映
さ
れ
、広
く
府
民
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

11
月
16
日
に
は
、要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
み
や
ま
診
療
所
の
入
院
再
開

に
向
け
て
、
美
山
住
民
と
と
も
に
奮
闘
す
る

決
意
で
す
。

美
山
の
い
の
ち
を
守
る
活
動

の
あ
ゆ
み

　

２
０
１
８
年
７
月
、
美
山
診
療
所
で
10
年

以
上
に
わ
た
り
１
人
体
制
で
奮
闘
さ
れ
て
き

た
医
師
が
、
高
齢
を
理
由
に
引
退
を
表
明
。

こ
の
こ
と
を
契
機
に
、
地
域
医
療
の
危
機
が

表
面
化
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
10
月
に
当
時
の
経
営
側
が
経

営
改
善
を
目
的
に
医
療
機
能
を
大
幅
縮
小
さ

せ
る
「
改
革
構
想
」
を
表
明
。
労
働
組
合
は

こ
の
「
改
革
構
想
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

新
聞
折
り
込
み
ビ
ラ
な
ど
で
住
民
に
広
く
知

ら
せ
、
改
革
を
阻
止
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後

「
地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
（
美
山

地
域
住
民
の
３
分
の
１
、
１
３
５
３
人
分
を

集
約
）
し
た
こ
と
で
、
診
療
所
の
存
続
と
南

丹
市
の
支
援
の
拡
充
の
必
要
性
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

京
都
府
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
南
丹
市
美
山

町
。豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」

と
呼
べ
る
風
情
あ
ふ
れ
る
景
色
が
広
が
る
一
方

で
、
人
口
約
３
５
０
０
人
の
う
ち
半
数
近
く
が
65

歳
以
上
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
美
山
町
で
、
平
屋
診
療
所
時
代
か
ら
地
域
住
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
っ
て
き
た
の
が
美
山
診
療
所
で
す
。
２
０
０
２
年
に
理
事
長
に
よ
る
診

療
所
の
私
物
化
・
乗
っ
取
り
事
件
（
こ
の
事
件
解
決
の
た
め
に
美
山
診
療
所

労
働
組
合
が
結
成
）
な
ど
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
今
日
ま
で
「
い
の

ち
の
砦
」
と
し
て
地
域
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
９
月
、
町
で
唯
一
入
院
で
き
る
こ
の
診
療
所
に
対
し
、
南
丹

市
は
突
然
「
入
院
病
床
を
休
止
す
る
」
と
発
表
。
住
民
説
明
も
今
後
の
見
通

し
も
無
い
一
方
的
な
決
定
に
対
し
、
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

美
山
の

い
の
ち
の
砦
を

守
れ
！

美山診療所問題

2022.冬号　No.1973 2022.冬号　No.197 2



MeSoで定番になりましたブラMeSoですが今回は大山
崎町をぶらぶらとまわります。
前回の山科散策と同様に大山崎町も結構見どころ満載
で歴史の重みを大いに感じる町です。是非、皆さんも楽
しい大山崎町を満喫して下さい。

小さなハートに歴史がギュッと !
大山崎町

B U R A M E S O
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③山崎の渡し跡③山崎の渡し跡↓↓

↑↑

①
出
発
は
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
か
ら

　

Ｊ
Ｒ
の
駅
近
く
に
阪
急
の
駅
も
あ
り
ま
す

が
阪
急
の
駅
は
な
ぜ
か
「
大
山
崎
駅
」
で
す
。

②
日
本
最
古
の
茶
室
待
庵

　

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
を
出
て
す
ぐ
左
手
に
妙み

ょ
う
き
あ
ん

喜
庵

が
あ
り
ま
す
。

　

妙
喜
庵
に
は
国

宝
の
茶
室
「
待た
い

庵あ
ん

」
が
あ
り
ま
す
。

　

待
庵
は
、
日
本

最
古
の
茶
室
建
造

物
で
あ
る
と
同
時

に
、
千
利
休
が

作
っ
た
と
信
じ
う

る
唯
一
の
現
存
し
て
い
る
茶
室
で
す
。

　

秀
吉
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
天
王

山
に
城
を
築
き
、
本
拠
地
と
し
て
半
年
ほ
ど

住
み
、
千
利
休
を
招
い
て
城
下
に
二
畳
の
茶

室
を
作
ら
せ
た
と
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
妙

喜
庵
の
住
職
で
あ
っ
た
功
叔
和
尚
は
利
休
の

弟
子
と
い
わ
れ
て
お
り
、
秀
吉
が
山
崎
に
て

茶
会
を
催
し
た
折
に
は
利
休
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

茶
室
は
そ
の
後
解
体
さ
れ
、慶
長
年
代（
１

５
９
６
～
１
６
１
５
）
に
こ
の
妙
喜
庵
に
移

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
学
を
す
る
に
は
往
復
は
が
き
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。

③
山
崎
の
渡
し
跡

　

駅
か
ら
川
に
向

か
っ
て
歩
き
ま
す
。

　

新
幹
線
を
潜
り

国
道
を
渡
る
と
「
山
崎
の

渡
し
跡
」
に
た
ど
り
着
き

ま
す
。
こ
こ
に
は
「
山
崎

の
渡
し
」
の
石
碑
や
説
明
板
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
何
故
か
「
水
無
瀬
神
宮
」
へ

の
道
し
る
べ
の

石
碑
が
あ
り
ま

す
。
残
念
な
が

ら
草
が
生
い

茂
っ
て
い
て
こ

こ
か
ら
川
を
見

る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
対
岸
の
八
幡
市
ま
で
渡
し
舟
が
行

き
来
し
て
い
ま
し
た
が
１
９
５
９
年
に
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。
今
な
ら
観
光
地
に
な
り
そ

う
で
す
。

④
油
祖  

離
宮
八
幡
宮

　

渡
し
跡
か
ら
再
び
Ｊ
Ｒ
駅
ま
で
戻
っ
て
駅

近
く
の
油
祖
離
宮
八
幡
宮
に
向
か
い
ま
す
。

　

こ
こ
油
祖
離
宮
八
幡
宮
は
日
本
に
お
け
る

製
油
発
祥
の
地
で
あ
り
、日
本
で
唯
一
の「
油

の
神
様
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
油
祖
離

宮
八
幡
宮
「
御
神
油
」
で
す
。
中
身
は
エ
ゴ

マ
で
作
っ
た
荏え

胡ご

麻ま

油
で
す
。
か
つ
て
日
本

で
は
、
油
と
い
え
ば
、
こ
の
荏
胡
麻
油
が
主

流
で
し
た
。
油
は
、
主
と
し
て
照
明
用
の
灯

油
と
し
て
用
い
ら

れ
、
灯
油
の
最
大

の
需
用
は
寺
社
の

灯
明
用
で
し
た
。

江
戸
時
代
に
菜
種

油
が
普
及
す
る
ま

で
は
日
本
で
植
物

油
と
言
え
ば
、
こ

の
エ
ゴ
マ
油
で
、

山
崎
に
は
、
大
山

崎
油
座
と
い
う
、

鎌
倉
時
代
か
ら
戦

国
時
代
に
か
け
て
、

山
崎
地
域
で
荏
胡

麻
油
を
、
原
料
の
仕
入
れ
か
ら
製
油
・
販
売

ま
で
を
独
占
し
て
販
売
し
発
展
し
て
い
た
座

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
国
期
の
織
田

信
長
の
楽
市
・
楽
座
の
制
に
よ
っ
て
山
崎
の

油
業
は
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
サ
ン
ト
リ
ー山
崎
蒸
留
所

　

油
祖
離
宮
八
幡
宮
か
ら
道
伝
い
に
西
に
向

か
う
と
大
阪
府
の
看
板
が
出
て
き
ま
す
。
看

板
を
過
ぎ
る
と
大
阪
府
に
突
入
で
す
。
こ
こ

で
は
歩
い
て
県
境
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

大
阪
府
に
入
っ
て
５
分
程
で
サ
ン
ト
リ
ー

の
山
崎
蒸
留
所
に
到
着
。
こ
の
建
物
は
Ｊ
Ｒ

の
列
車
か
ら
も
よ
く
見
え
る
の
で
ご
存
知
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
工
場
見
学
は
予
約

制
な
の
で
今
回
は
パ
ス
で
す
。

⑥
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

　

サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸

留
所
か
ら
再
度
Ｊ
Ｒ
山

崎
駅
方
面
に
戻
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
を
超
え
て

阪
急
大
山
崎
駅
を
過
ぎ

る
と
大
山
崎
町
歴
史
資

料
館
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
歴
史
館
で
は
大
山
崎
町
の
歴
史
を
考
古
資

料
や
、
パ
ネ
ル
、
文
書
、
絵
図
等
多
彩
な
展

示
物
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
千
利
休

が
建
て
た
と
い
わ
れ
る
茶
室
待
庵
の
実
物
大

模
型
は
必
見
の
価
値
あ

り
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
ガ
イ
ド
さ
ん
に
資

料
館
の
事
や
史
跡
の
事

を
詳
し
く
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
入
場

料
も
大
人
２
０
０
円
と

非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。（
小
・
中
学

生
は
無
料
で
す
）

⑦
い
ざ
天
王
山
へ
！

　

歴
史
資
料
館
を
後
に
い
よ
い
よ
天
下
分
け

目
の
天
王
山
に
上
り
ま
す
。
私
た
ち
が
通
っ

た
ル
ー
ト
は
宝
積
寺
か
ら
の
ぼ
り
ま
す
。
宝

積
寺
を
抜
け
る
と
い
よ
い
よ
登
山
の
開
始
で

す
。

　

所
要
時
間
は
、
往
復
で
お
よ
そ
２
時
間
で

し
た
。
人
に
よ
っ
て
は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
天
王
山
で
の
最
大
の
お
す
す

め
ポ
イ
ン
ト
は
、
途
中
に
通
る
旗
立
松
展
望

台
で
す
。
大
阪
平
野
、京
都
盆
地
が
望
め
ま
す
。

　

途
中
に
陶
板
画
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

陶
板
画
は
全
部
で
６
枚
置
か
れ
て
お
り
、
天

王
山
の
戦
い
の
様
子
を
時
系
列
に
並
べ
て
あ

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
見
な
が
ら
の
登
山
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

⑧
ア
サ
ヒ
ビ
ール
大
山
崎
山
荘
美
術
館

　

天
王
山
へ
の
登
頂
後
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大

山
崎
山
荘
美
術
館
を
訪
れ
ま
す
。

　

こ
こ
の
美
術
館
は
実
業
家
・
故
加
賀
正
太

郎
氏
が
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
建
設
し

た
「
大
山
崎
山
荘
」
を
創
建
当
時
の
姿
に
修

復
し
た
も
の
で
す
。

安
藤
忠
雄
氏
設
計

の
新
棟
「
地
中
の

宝
石
箱
」
な
ど
を

加
え
、
１
９
９
６

年
４
月
に
開
館
し

た
歴
史
あ
る
美
術

館
で
す
。

　

と
て
も
静
か
な
環
境
で
お
し
ゃ
れ
な
建
物

に
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

　

大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
で
入
場
券
を
買
う

と
美
術
館
の
割
引
券
が
も
ら
え
ま
す
！

⑨
か
つ
て
の
戦
場
も
い
ま
は
公
園
に
…

　

昼
食
後
に
最
後
の
目
的
地
に
向
か
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
か
ら
西
国
街
道
に
沿
っ
て
歩
く

こ
と
30
分
で
「
天
王

山
夢
ほ
た
る
公
園
」

に
到
着
。
こ
こ
が
本

当
の
「
天
下
分
け
目

の
天
王
山
」
の
山
崎

合
戦
場
跡
で
す
。
山

頂
で
豊
臣
秀
吉
と
明

智
光
秀
が
戦
っ
た
わ

け
で
は
な
い
で
す

よ
！

妙喜庵。見学される方はご予約を。

山崎の渡し跡…ここから対岸の八
幡市までの渡し舟ってロマンを感じ
ます。乗ってみたかった。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美

術
館
と
J
R
、
阪
急
の
駅
間
で

無
料
送
迎
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
。

山
頂
へ
続
く
道
。
結
構
段
差
が
大

き
い
で
す
。
整
備
さ
れ
て
い
る
と

の
事
で
す
が
険
し
い
と
こ
ろ
も
た

ま
に
あ
っ
た
り
し
て
。

天
王
山
登
り
口
。
こ
こ

か
ら
す
で
に
坂
が
急
で

す
。
が
ん
ば
る
ゾ
！

頑
張
っ
て
何
と
か
天
王

山
山
頂
に
到
着
！
意
外

と
山
頂
は
地
味
な
感
じ
。

離宮八幡宮…静かな境内には菅原道真が座った石など歴史的な
ものがあります。もちろん荏胡麻も売ってます。

展望台からの景色は最高です！

大山崎町ってどんなところ？

　大山崎町は京都府内で一番面積の小さい
町です。
　京都府と大阪府の境にあって、面積はたっ
た６㎢しかありません。町の端から端まで
は３㎞もなく、地図を見るとわかりますが、
ハートの形をしています。
　そんな小さなハート型の町、大山崎町の
南部では桂川・宇治川・木津川の三川が合
流し淀川となっています。古来より交通の
要衝であり、町の南北を西国街道が通って
いて、町の西部には「天下分け目の戦い」の
舞台となった天王山があります。その天王
山山麓には美術館やウィスキー蒸溜所があ
ります。自然あり、歴史あり、文化ありの「あ
るある」づくしの町です。

小さなハートに歴史がギュッと !小さなハートに歴史がギュッと !小さなハートに歴史がギュッと !小さなハートに歴史がギュッと !
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　みなさんお元気ですか？コングは相
変わらず時間があれば旅を続けていま
す。
　11月もあっという間に過ぎて行っ
てもうすぐ12月ですね。
　12月といえばクリスマス！家族や
友達とワイワイ楽しく過ごされる方も
多いと思います。
　で、今回紹介するのはちょっぴり寂
しい座席の紹介です。
　この写真は関西の方はよくご存じの
京阪電車の座席です。
　名前を独りぼっちで座るので「ぼっ
ちシート」と言います（あくまで正式
名ではなく通称です）。この「ぼっち
シート」が意外にも全国的に珍しく話
題になっています。もともとは車両改
造で車椅子スペースを作った際に、一

人でも多くの方が座れるように座席を
残した結果、このような座席が出来た
そうです。皆さんも電車の中で独りに
浸りたいときには是非ご利用くださ
い。但し、この座席は優先座席ですの
で、必要な方がおられましたら席をお
譲りくださいね。

●
か
ぐ
や
姫
が
歌
う
「
あ
の
人
の
手
紙
」

70
年
代
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
活
動

し
た
３
人
組
の
「
か
ぐ
や
姫
」（
南
こ
う
せ

つ
、伊
勢
正
三
、山
田
つ
ぐ
と
）と
言
え
ば
、

「
神
田
川
」と「
22
才
の
別
れ
」で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
曲
以
外
に
も
彼
ら
は

沢
山
の
曲
を
作
っ
て
い
て
、
戦
争
や
平
和

を
題
材
に
し
た
曲
も
作
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
あ
の
人
の
手
紙
」

（
作
詞
:
伊
勢
正
三
、
作
曲
:
南
こ
う
せ
つ
、

１
９
７
２
年
）で
あ
る
。
歌
詞
を
読
ん
で

わ
か
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
戦
争
で
起
き

た
、
戦
地
に
赴
い
た
「
あ
の
人
」
と
、
残

さ
れ
て
帰
り
を
待
つ
「
私
」
を
描
い
た
歌

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

●
不
穏
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
イ
ン
ト
ロ

こ
の
曲
の
イ
ン
ト
ロ
は
、
こ
の
歌
の
成

り
行
き
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
印
象
的
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
始
ま
る
。
シ
ン
バ
ル
と
ギ

タ
ー
が
交
互
に
か
ら
み
あ
い
、
や
が
て
音

が
静
か
に
消
え
て
い
き
、
ギ
タ
ー
の
コ
ー

ド
ス
ト
ロ
ー
ク
が
始
ま
る
。

●
「
泳
ぐ
魚
の
群
れ
に
石
を
投
げ
て
み
た
／

逃
げ
る
魚
た
ち
に
は
何
の
罪
が
あ
る
の
」

非
常
に
印
象
的
な
一
節
で
歌
は
始
ま

る
。
あ
の
人
の
こ
と
を
思
う
と
、
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
、
そ
の
切
羽
詰

ま
っ
た
思
い
、
苛
立
ち
が
、
こ
の
よ
う
な

歌
詞
と
な
っ
て
い
る
。
何
故
そ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
一

重
に
「
戦
場
へ
の
招
待
券
と

い
う
た
だ
一
枚
の
紙
き
れ
」

に
よ
っ
て
、「
楽
し
い
語
ら

い
の
日
々
」
が
「
悲
し
い
別

れ
の
日
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

●
「
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
／
私
の
大
事
な
あ
の

人
」

も
う
こ
れ
以
上
に
な
い

身
に
差
し
迫
っ
た
恐
怖
が

歌
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
私

た
ち
２
人
に
は
何
の
罪
が

あ
る
の
」
と
続
き
、
何
の
罪

も
な
い
自
分
た
ち
が
何
故
、

こ
ん
な
惨
い
仕
打
ち
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
と
悲
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
耐
え
き
れ
な
い

毎
日
は
／
と
て
も
長
く
感

じ
て
」
し
ま
う
。
あ
の
人
が
行
っ
て
い
る

戦
場
が
ど
ん
な
所
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

中
、
私
の
不
安
や
抑
え
き
れ
な
い
気
持
ち

を
言
い
表
し
て
い
る
。

●
「
涙
も
枯
れ
た
あ
る
日
／
突
然
帰
っ
て

き
た
人
」

不
安
で
耐
え
き
れ
な
い
日
々
を
過
ご
し

て
私
の
も
と
に
、あ
の
人
が
帰
っ
て
く
る
。

本
当
に
帰
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
驚
き
と

と
ま
ど
い
が
交
錯
す
る
。「
ほ
ん
と
に
あ

な
た
な
の
／
さ
あ
早
く
お
部
屋
の
中
へ
」

と
い
う
一
節
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。更
に
、

「
あ
な
た
の
好
き
な
／
白
百
合
を
か
か
さ

ず
／
窓
辺
に
／
飾
っ
て
い
た
」
と
語
り
、

い
つ
で
も
あ
の
人
が
帰
っ
て
き
て
も
い
い

よ
う
に
心
の
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、あ
の
人
に
帰
っ

て
き
て
欲
し
い
と
い
う
祈
り
に
も
似
た
感

情
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
「
あ
な
た
の
や
さ
し
い
こ
の
手
は
／
と

て
も
つ
め
た
く
感
じ
た
け
ど
」、「
あ
な

た
は
無
理
し
て
ほ
ほ
え
ん
で
／
私
を
抱

い
て
く
れ
た
」

優
し
い
あ
の
人
が
ふ
い
に
私
の
所
に

帰
っ
て
き
て
く
れ
て
、
こ
れ
で
ま
た
あ
の

人
と
の
平
穏
無
事
な
生
活
が
取
り
戻
せ
る

と
期
待
し
て
い
た
が
、
あ
の
人
の
異
変
を

感
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
悪
い
予
感
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
あ
の
人
は
私
を
悲
し

ま
せ
な
い
た
め
に
、
精
一
杯
の
立
ち
振
る

舞
い
で
応
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
程
な
く
悪
い
予
感
が
的
中
し

て
し
ま
う
。
そ
し
て
、「
あ
の
人
は
別
れ

を
告
げ
る
」
の
で
あ
る
。
な
ん
と
言
う
こ

と
か
！
そ
し
て
、
再
び
あ
の
人
は
戦
場
に

戻
っ
て
行
っ
た
。
戦
時
に
よ
く
あ
る
、
再

招
集
で
あ
っ
た
。

●
「
い
い
の
よ
／
や
さ
し
い
あ
な
た
」、「
私

に
は
も
う
わ
か
っ
て
い
る
の
」、「
あ
り

が
と
う
／
私
の
あ
の
人
」

　

あ
の
人
と
の
平
穏
無
事
な
生
活
を
期
待

し
た
が
、
そ
れ
も
叶
わ
ず
あ
の
人
は
再
び

戦
場
に
戻
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
私
も
あ
の
人
の
行
く
末
を
悟
り
、
そ

し
て
私
も
本
当
な
ら
悲
し
く
て
泣
き
崩
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
の
気
持
ち

を
何
と
か
無
理
し
て
取
り
繕
お
う
と
努
め

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
本
心
な
の
か
。
心

の
中
で
は
、
あ
の
人
に
戦
場
に
戻
っ
て
も

ら
い
た
く
な
い
、
無
事
に
帰
っ
て
き
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
が
、
行
か
な
い

で
と
は
公
然
と
は
口
に
し
な
い
し
、
で
き

な
い
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
辛
い
思
い
を

さ
せ
て
い
る
の
が
戦
争
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。
無
理
に
自
分
の
本
心
を
取
り
繕
う

と
し
て
い
る
姿
が
本
当
に
痛
々
し
い
限
り

で
あ
る
。

●
「
あ
り
が
と
う
／
私
の
あ
の
人
」、「
本

当
は
も
う
死
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
」、

「
あ
の
人
の
死
を
告
げ
た
手
紙
が
」

あ
の
人
も
私
も
本
心
を
取
り
繕
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
生
き
て
き
た
が
、
最
後

の
結
末
は
「
あ
の
人
の
死
を
告
げ
た
手
紙

が
」
届
け
ら
れ
て
、
あ
の
人
と
私
の
物
語

は
終
わ
り
を
告
げ
る
。
あ
の
人
の
手
紙
と

は
、
私
に
近
況
や
自
分
が
元
気
で
無
事
で

あ
る
、
残
さ
れ
た
私
を
労
う
こ
と
を
伝
え

る
便
り
で
は
な
く
、「
あ
の
人
死
を
告
げ

た
手
紙
」
で
あ
っ
た
。

川
上
裕
光

（
京
都
医
労
連
個
人
加
盟
分
会
）

山科散歩、涼しく
なったら行ってみ
ます。

 村岡　敬子（第二日赤）

もう少し涼しくなっ
た ら、ブ ラMeSoの
コース、ウォーキン

グしてみたいです！
 辻　秀治（あすかい診療所）

「あの人の手紙」が語りかけるものとは
～かぐや姫「あの人の手紙」～

コング谷口
車窓の世界

実は珍しい？
ぼっちシート

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

195号の正解は「ミヤコジマ」でした。
正解のうち以下の方に図書カードをお送りします。
西村 秀夫、山本 陽平、古河 琢也、福山 明日香、
西田 瑠璃香

送り先=  〒604-8854　京都市中京区壬生仙
念町30-2 労働会館6F・京都医労連

FAX・Email可=  075-811-6170 
irouren@labor.or.jp

締切=  １月31日消印有効（官製ハガキか、
FAX・メールで組合名も忘れずに）

発表=199号
賞品=  正解者のうち抽選で5人の方に1,000

円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の 5 文字を 1 つの言葉（単語）にしてください。
　　* ヒント「世界の観光スポット」

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
植
物
が
紫
外
線
な
ど
有
害
な
光
か
ら
実

を
守
る
た
め
に
蓄
え
ら
れ
る
青
紫
色
の

天
然
色
素
で
す
。

②
首
都
は
、コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
す
。

③
宮
沢
賢
治
の
童
話
に
出
て
く
る
ゴ
ー

シ
ュ
が
弾
い
て
い
る
楽
器
で
す
。

④
地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
地
盤
が
ド
ロ
ド

ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
現
象
で
す
。

⑥
大
型
船
の
出
港
時
に
鳴
り
響
き
ま
す
。

⑦
質
量
の
単
位
で
す
。メ
ー
ト
ル
法
で
は
、

１
０
０
０
㎏
で
す
。

⑨
水
素
原
子
2
個
と
酸
素
原
子
1
個
で
で

き
る
化
合
物
で
す
。

⑪
第
3
回「
本
屋
が
選
ぶ
時
代
小
説
大
賞
」

に
輝
い
た
浅
田
次
郎
の
時
代
小
説
で
す
。

⑬
イ
グ
サ
を
織
っ
た
敷
物
で
す
。構
造
は
、

畳
表
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
雪
の
女
王　

裸
の
王
様　

絵
の
な
い
絵

本　

な
ど
の
作
者
で
す
。

⑤
お
そ
松
く
ん
に
登
場
す
る
、松
野
さ
ん

宅
の
末
っ
子
の
名
前
で
す
。

⑦
ペ
リ
カ
ン
目
の
鳥
で
、学
名
は「
ニ
ッ
ポ

ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
」で
す
。

⑧
フ
ラ
ン
ス
コ
ー
ト
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
地
方

原
産
の
赤
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
の
品
種

で
す
。

⑨
私
法
上
の
法
律
関
係
か
ら
生
じ
る
現

象
、ま
た
は
そ
れ
に
関
す
る
事
柄
で
す
。

⑩
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
も
そ
の
一
つ
で
す
。

⑫
２
０
０
６
年
の
N
H
K
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
の
部
課
題
曲
と
し

て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
、森
山
直
太
朗
・
御

徒
町
凧
作
詞
作
曲
の
合
唱
曲
で
す
。

⑬
里　

村
里　

田
舎
を
意
味
し
ま
す
。

⑭
日
光
で
最
も
紅
葉
の
美
し
い
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
有
名
な
観
光
道
路
で
す
。

（
出
題
者　

元
岡
洋
子
）
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パズルのこたえ
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戦争を語る歌

No.45



　９月27日、安倍晋三元首相の

国葬が国民の大多数の反対を押し

切って執り行われました。反対意

見の多くはその決め方を問題視し

たのだと思います。国会を開かず、

閣議決定で決めてしまうのは安倍

元首相がよくやった手段。私たち

は思想的に「右だ！左だ！」とか

でなく、『民主主義とは何か』に

ついてキチンと学ばなければいけ

ないと思う今日この頃です。

記念すべき、
100回目の
京都医労連
定期大会を開催

編・集・部・だ・よ・り

９月10日にラボール京都にて第100回定期大
会を開催しました。
　大会では、新型コロナ禍で奮闘する医療・介護
労働者の大幅賃上げ、大幅増員・労働条件改善を
求め、権利としての社会保障の実現、そして平和
と民主主義を守り、要求前進の最大保障である組
合を強く大きくする方針と体制を決定しました。
　勝野委員長が「今日の大会で各単組の取り組み
を共有し、いのちとくらしが守られる平和な社会
を作るために発信を強めましょう」とあいさつし、
坂田書記長から組合結成、ケア労働者大幅賃上げ
など京都府要請・記者会見等の活動を通じ、「産
別の重要性」を中心に１年間の総括と今後の方針
を報告しました。
　16人の代議員が発言（文書発言ゼロ）し、熱
心な議論の下、全会一致ですべての議案が採択さ
れました。

京都医労連に届いた共済のお便りを紹介します！
　保険の見直しを考えている時に、 「友達から医労連共済の保険に入ってるが、すごくい

いので一度話を聞いてみる」と言われ、話を聞きました。

　保険料であったり、保障であったり、とても気に入り組合員になりまし

た。 今回、コロナで休職し初めて給付を受けることとなりました。

　給付金がこんなにもらえるかとおどろきました。 組合員になったことを

うれしく思います。

ご相談・お問い合せは

お気軽に労働組合の共済担当者までみんなでつくる　大きな安心

医労連共済 0120-160931
い ろう  れん きょう  さ    い

是非ご加入ください是非ご加入ください是非ご加入ください

（M.I）

　10月15日（土）に京都医労連青年部企画「ハロウィンジェルキャン
ドル作り」を行いました。青年2人とゲスト1人を加え、全員で８人の
参加でした。初めに「医労連青年部とは」の説明を部員の柴さんが行い、
いよいよみんなでジェルキャンドル作り、そして山本部長の激推し交流
企画である「朝までそれ正解」を行いました。少ない人数での開催でし
たが、参加者の方には楽しんで貰えたかと思います。私は青年部に所属
してはじめての企画だったのですが青年部とは何かを改めて知ることが
できました。
　メイン企画であるジェルキャンドル作りも、作り手によってそれぞれ
個性が出てとても面白かったですし、並べて写真を撮ると良いものが出
来たと思いました。今後もこういった企画が出来ればと思います！
 (京都医労連青年部　H&H)
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